
第６学年 国語科学習指導案 
日 時  平成２７年１０月１日（木）５校時 
児 童  第６学年 男６名 女５名 計１１名 
指導者  教 諭 根 澤 倫 徳 

 
１ 単元名 命について考えよう 「海のいのち」（東京書籍６年） 
 
２ 目標 
 ○ 「海のいのち」「いのちシリーズ」を読んで，作品や表現に対する自分の考えをもち，それを意 

欲的に交流しようとしている。                （国語への関心・意欲・態度）  

○ 優れた叙述について自分の考えをまとめることができる。           （読むこと エ）  

○ 課題について交流する中で，叙述をもとにして作品や筆者のメッセージに対する自分の考えを深 

めることができる。                           （読むこと オ）  

○ 場面の様子や優れた表現に着目し，言葉の使い方について理解することができる。 
  （伝統的な言語文化と国語の特徴に関する事項） 

 
３ 単元について 
（１） 児童について 

国語の学習に意欲的に取り組み，進んで本を読む児童が多い。文学的な文章「風切るつばさ」では，

登場人物の相互関係を読み取るために，会話文や行動に着目し，人物関係図にまとめ，物語全体を通

した登場人物の心情の変化を考える活動に取り組んだ。叙述をもとに考え，文や語句に着目して読み

取れるようになってきたが，それは児童の半数ほどである。進んで意見を発表する児童が多く，友達

と自分の違いを意識して賛成したり，付け足したりしながら自分の考えをまとめることはできるよう

になってきた。 
そこでこの単元では，叙述をもとに作者の作品に込めた思いを読み取るとともに，交流を通して自

分の読み取ったこと友達の読み取ったことを比べながら，自分の考えを深めたり広げたりする力を育

てていきたいと考える。物語の全体を読んだ後，登場する人物について，行動や会話や優れた叙述な

どに着目して物語を読む力を育てていきたい。また，命シリーズの本を読み，作者が最も強く語りか

けてきたことを考え，読書のジャンルを広げたり，読書を通して自分の生き方を考えたりしながら，

読書生活を豊かにしていきたいと考える。 
 

（２）位置づけた言語活動について 
 本単元では，「Ｃ 読むこと」の「内容（１）エ 登場人物の相互関係や心情，場面について描写

をとらえ，優れた叙述についての自分の考えをまとめること」を重点目標とする。そのために，言語

活動例ア「伝記を読み，自分の生き方について考えること」を具現化し，「命をテーマとする読書座

談会」を言語活動に設定した。 
 
 
 



（３）研究に関わる手立て 
手立てⅠ 付けたい力を明確にした言語活動の具現化を図る 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
手立てⅡ 自分の思いや考えをつむぎ合う活動の充実を目指す 

毎時間の「深める」の段階で，読書座談会をするために登場人物の気持ちや最も強く語りかけて

いるところを考える活動で，なぜそう考えたのか，理由を叙述に即して発表する活動を取り入れる

ことで，場面の様子や登場人物の気持ちを想像できると考える。また，読みを深めるために，教師

が着目させたい文や言葉を取り上げてみんなで考え，考えを出し合いつむぎ合うことでさらに登場

人物の気持ちを想像しながら作者の思いやメッセージを読む力が身につくと考える。 
 
４ 単元の評価規準 
 ○作品を読んで登場人物のつながりや心情，生き方や考え方について自分の考えをもって読もうとし 

ている。                          （国語への関心・意欲・態度） 

 ○作品を象徴していたり，作者のメッセージを暗示していたりする叙述について，自分の考えをまと 

めている。                               （読む能力 エ） 

○作品から受けたメッセージについて考えをまとめ，読書座談会により広げたり深めたりしている。 
               （読む能力 オ） 

 ○場面の様子や優れた表現に着目し，言葉の使い方をについて理解している。 

  （言語についての知識・理解・技能） 

 

【本単元で身につけさせたい力】 
Ｃ 読むこと： エ 優れた叙述について自分の考えをまとめること  

オ 課題について交流する中で，叙述をもとにして作品や筆者のメッセージに 
対する自分の考えを深めること 

【設定した言語活動及びその特徴 】 
言語活動：命をテーマとする読書座談会をする 

 （言語活動例ア）  
特  徴：「読書座談会」には， 

①登場人物の生き方について自分の考えをもって読むこと 
       ②作者が最も強く語りかけてきたことについて自分の考えをもつこと 
       ③自由に発言しながら，グループで交流する活動 
相  手：学級の友達 
目  的：読書座談会を通して，命について自分の考えを広めたり深めたりする。 
児童の思い：読書座談会で，命について自分の考えを発表したい。みんなの考えを聞きたい。 
能  力：・本を選ぶ力 

・登場人物の行動や会話に着目して読み，登場人物の心情を読み取る力 
・読みの視点を持って物語を読む力 
・最も強く語りかけてきたことを叙述をもとにまとめる力 
・相手の考えを受け止める力 



５ 単元の指導構想（１０時間 本時７／１０） 
過
程 

 

学習活動 具体の評価規準 指導にあたって 

見
通
す 

１ ○単元全体の学習の見通し

を持つ。 
○「いのち」に関する本を読

み，交流を通して「命」に

ついて考えて行くという

単元のゴールを知らせる。 

 関いのちシリーズを読んで，
「いのち」について考える
というゴールを理解し，見
通しをもって学ぼうとし
ている。 

 

・「海のいのち」を読んで

「読書座談会」すること

を知らせる。さらに「い

のちシリーズ」を読んで

「読書座談会」すること

を知らせ，学習への意欲

につなげる。 

確
か
め
る 

２  ○「海のいのち」を通読し，

大体の内容をとらえる。 
 

 読叙述をもとにしながら場
面構成をつかもうとして
いる。 

・時や場所を表す言葉をも

とに，物語の場面構成を

考えさせながら，大まか

な内容をとらえさせる。 

深
め
る 

３ ○登場人物の相互関係をつ

かむ。（読書座談会のため

の読み取り） 
 読叙述をもとに登場人物の

相互関係をつかもうとし
ている。 

・登場人物の心情をとらえ

ながら，相互関係を考え

させる。 

４ ○登場人物の相互関係の読

書座談会をする。 

読前時読み取ってまとめた
た登場人物の相互関係に
ついて自分の考えを伝え
ている。 

・読書座談会では，司会な

ど分担を決めて，話し合

いをさせる。 

５
・
６ 

○「海のいのち」で最も強く

語りかけてきたことをま

とめる。 
 

読最も強く語りかけてきた
ところとその理由を叙述
から読んでいる。 

・登場人物の会話文や行動

に着目しながら，叙述を

もとに自分の考えをまと

めさせる。 

７
本
時 

○「海のいのち」の読書座談

会をする。 
 

読「海のいのち」の叙述をも
とに自分が考えたことを
伝えている。 

・読書座談会では，司会な

ど分担を決めて，話し合

いをさせる。 

広
げ
る 

８ 〇いのちシリーズから選ん

で読書座談会の準備をす

る。 

 
 

 読最も強く語りかけてきた
ところと理由を作品の叙
述から見つけている。 

・登場人物の相互関係をと

らえながら考えさせる。 
・第２次の学習を生かして

自分の考えをまとめさせ

る。 

９ ○自分が選んだ作品で読書

座談会をする。 

読自分が選んだ作品の叙述
をもとに自分の考えを伝
えている。 

・自分の考えと友達の考え

の共通点や相違点を考え

ながら，話し合いをする

ようにさせる。 

１０ ○自分が選んだ作品で読書

座談会をする。 

関「読書座談会」で深めた自
分の考えを振り返ろうと
している。 

・単元を振り返り，命や生
き方について見つめ直し
て気付いたことを考えさ
せる。 

先 

行 

読 

書 
 

並 
 

 
 

行 
 

 
 

読 
 

 
 

書 
 



６ 本時の指導(７／１０) 

 (１)目標 

  ・最も強く語りかけてきたことを意識させる叙述について，読書座談会を通して自分の考えを深め，

まとめることができる。 

(発言，ワークシート) 

(２)展開 

 学 習 活 動 
支援(○)留意点(・)評価(□) 

研究主題とかかわるところ（◎） 

備

考 

つ 
 

か 
 

む 

（
５
） 

１ 前時までの学習を確認する。 

  

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

  

・前時までの学習を振り返り，本時の学

習の見通しをもたせる。（◎仮説１） 

 

・全員で課題を読み，読み方の違いを考

えて読んでいくことを意識させる。 

 

 

 

学 

ぶ
（
１５
分
） 

 
 
 
 
 

深
め
る
（
１５
分
） 

３学習課題に取り組む 

 （１）「海のいのち」で最も強く語りかけ

ていることを意識させる叙述について

確認し，グループで交流する。 

  ｃ：海のめぐみだからなあ。 

   ⇒命は恵みだから，守って行かなけ 

ればいけない 

  ｃ：千びきに一ぴきでいいんだ。 

   ⇒命は大切にしていかなければいけ

ない 

  ｃ：海の命はまったくかわらない。 

   ⇒命はうけつがれていくもの 

 （２）交流して深まった自分の考えを書

く。 

 

 （３）全体で交流し，自分の考えをまと

める。 

 

 

〇自分の考えと友達の考えとの共通点や相

違点を明らかにしながら交流させる。 

◎最も強く語りかけてきたことを叙述をも

とに発表し合うことで作者の思いを考え

ていく。（※仮説２ めざす児童像③⑤

⑥） 

□最も強く語りかけてきたことを叙述を明

らかにしながら，自分の考えをまとめて

いる。 

・グループ交流によって深まった自分の考

えをまとめる。 

 

・各グループで交流した内容を全体で交流

させることによって，考えを深めさせる。 

 

ま
と
め
る
（
１０
分
） 

４学習の振り返りをする。 

・考えが深まった理由を考える。  

・自己評価する。 

 

５ 次時の学習内容を確認する。 

〇最も強く語りかけているところを交流 

させることが，読書座談会につながる 

とういうこと意識させる。 

・次時は，いのちシリーズの中から自分

で選んで，読書座談会の準備を行うこと

を伝え，意欲化を図る。 

 

 

物語で最も強く語りかけてきた

ことを交流し、深めよう。 



（３）本時の評価規準 
目標（領域） Ａ 十分満足 Ｂ 概ね満足 Ｃ 支援の手立て 

最も強く語りかけてい 

るところを意識させる 

叙述について，交流を 

通して自分の考えを深 

め，まとめることがで 

きる。 

最も強く語りかけてい 

るところを意識させる 

叙述について，友達の 

考えを聞いて，さらに 

自分の考えを深め，ま 

とめることができる。 

最も強く語りかけてい 

るところを意識させる 

叙述について，友達の自

分の考えをまとめるこ

とができる。 

友達の考えをメモを取 
りながら聞き，自分の考 
えと比べながら考えを 
まとめさせる。 

 
（４）板書計画 
 
 

 
 
 
 

海
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い
の
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〇
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表 

 
 

 

物
語
で
最
も
強
く
語
り
か
け
て
き
た
こ
と
を 

交
流
し
、
深
め
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇
読
書
座
談
会
の
ポ
イ
ン
ト 

 

・
叙
述
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
。 

 

・
自
分
の
考
え
と
違
う
と
こ
ろ
を
比
べ
な
が
ら
聞
く
。 

 

・
友
達
の
考
え
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
を
す
る
。 

 

・
話
し
合
い
を
通
し
て
自
分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
を 

 
 

意
識
す
る
。 

   


